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「ＪＰ分析で買いサインを作る はじめの一歩」

過去の会報を見てみると、多々ＪＰ分析について解説があります。

今回は原点回帰という事で、「買いサインを作るにはどうしたらいいのか」。

これに注目して解説していきます。

ソフトを購入して、「さあ、買いサインを作ってみよう。」はじめの一歩の解説です。

まずＪＰシートの内容を見ると項目がたくさんあり、めまいがするかもしれません。

何を使えばいいのか・・・と迷う事と思います。

全部使おうと思わず、少しずつ見ていきましょう。

まずは、基本中の基本である株価弾性値に注目します。

ここでは６５０１日立について買いサインを作っていきます。

６５０１日立 日足チャート

ここに表示されている指標が、短期弾性値（青色の線 略して短弾）と生短期弾性値（黄
色の線 略して生短弾）です。

買いサインの作り方は、この線と上のチャートを見比べ、ここで買ったら儲かる。とい
うポイントを見つけていきます。
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チャート上、どこでもいいので、右クリックすると赤紫色の縦バーが表示されます。

この縦バーを移動させ、ここで買ったら儲かるというポイントを下の短弾、生短弾と見
比べながら調べていきます。

縦バーの移動は、キーボードの矢印キーやマウスの右ドラッグ（押しながら）で動きま
す。

生短弾（黄色の線）に注目してみると、下限に近いところが、上のチャートで以降上昇
に転じている事が見て取れます。

縦バーを移動させ、このポイントを１つ１つみていきましょう。
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この３カ所で買ったらその後、上昇し儲かるという事が見て取れます。

今は、生短弾に注目していますから、この３カ所の数値はいくつなのかを調べていきま
す。
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「Ｆ６」キー、または「条件」－「読み取り」をクリックします。

「条件」とはここです。

拡大

下記の画面となります。

とりあえず、そのままＯＫをクリックします。

こうなります。

チャート下に注目して下さい。たくさん数値が出てきています。
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この中に今、注目している生短弾がありますので、見つけて数値を調べます。

ここです。

拡大

この数値を書き留めておきます。生短弾[ － 9.53] －９．５３

縦バーを移動させ、次のポイントの数値を調べます。
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生短弾[ － 6.05] －６．０５

さらに次のポイントです。

生短弾[ － 6.51] －６．５１
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これら３つの数値をみて、全て合格する（満たす）値をはじき出します。

－９．５３ －６．０５ －６．５１

－６以下であれば、全て満たす事が分かります。

では、この数値をシートに設定してみましょう。

「Ｆ４」キー、または「条件」－「ＪＰ法分析シート編集」をクリックします。

このように表示されます。

ここでは１５０番シートに設定しますので、 ※何番でもいいです。

150 と入力し、ＯＫをクリックします。
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150 番シートが表示されました。

内容を初期化しますので右にある「初期化」をクリックします。

※何か数値が入っていて、使っている番号であれば、別な番号を使用してください。

「はい」をクリックします。
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初期化されました。

続けて、先にはじき出した数値、－６以下を入力します。

生短弾の項目を探しだし、以下の項目を見つけてください。

ここです。

－６と入力します。
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拡大

ここに－６と入力します。

そしてシートを保存します。

右列にある「保存」をクリックします。
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下記の画面となります。

150 と数値が入ってることを確認し、ＯＫをクリックします。。

画面が消え、保存されました。

ではチャートの画面に戻って、今設定した 150 番シートをチェック、つまり買いサイン
を表示させてみましょう。

この画面であれば、

「Ｆ１２」キー、または「バー」－「バー消去」をクリックします。
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縦バーが消えます。

続けて、買いサインを表示させますので、

「Ｆ５」キー、または「条件」－「チェック」をクリックします。

最初のシート入力画面となります。

150 と入力してＯＫをクリックします。
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次に最後のシート入力画面が表示されます。

150 と入っている事を確認し、ＯＫをクリックします。

※ 150 と入っていなかったら 150 と入力してください。

このようになります。買いサイン（青色の縦線）が表示されました。

上手い具合に、いいところに買いサインが点灯しました。

これから将来６５０１日立に、この 150 番サインが点灯したら、買いを考えてもいいで
しょう。

ＪＰ分析ではこのように売買を作っていきます。

はっきりいって地道な作業です。うんざりするかもしれませんが、頑張ってください。

もっと簡単に作る方法は、「売買条件作成」という機能を使えば出来ますが、はじめの
一歩としてはこのような作り方を覚えてください。


